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Ⅴ 令和４年度事業報告 

 

 

１ 事業の概要 

 

令和４年度の国内経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな持ち

直しが続いた。しかし、旅客需要は回復途上にあり、当社のフェリー事業においても旅客数はコロナ

禍前の対令和元年度比74％に留まるなど、取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続いている。 

このような中、令和４年度は、早期に経営改善を進め、安定的な経営基盤を構築するため、「経

営改善計画」を策定し、本計画に基づき、令和５年度を目処とした債務超過の解消に向けて、経

営体力の維持・向上に努めながら、引き続き３船社３航路の埠頭管理業務等を行い、フェリーの円滑

な運航に寄与するとともに、駐車場・シャーシプール等の運営を行い、人流・物流の両面から神戸港

の活性化に取り組んだ。 

  

(1) フェリー事業 

神戸三宮フェリーターミナルにおける神戸～小豆島～高松航路、神戸～宮崎航路、六甲アイラン

ドフェリーターミナルにおける神戸～大分航路の埠頭管理、券売及び案内業務を行った。ターミナ

ル内を車両（乗用車・トラック）が輻輳する中、これらを安全に誘導しつつ、各フェリー船社と貨

物等の積み下ろしに係るヤードの細かな利用調整を行い、安全かつ効率的な運営に努めた。また、

三宮フェリーターミナルの拡張やフェリーの大型化に対応するため、航路ごとに担当している陸

上作業、窓口業務相互間の支援を行うことによる効率化を図った。 

各航路の利用状況については、新型コロナウイルス感染症の影響縮小や新船の就航もあって、全

航路において車両（乗用車・トラック）、総人員が前年度を上回るなど、増加傾向が続いた。 

 

  （単位 台、人） 

発着地 航路 船社 便数 乗用車 トラック 総人員 

神戸三宮 

神戸 ～ 
小豆島  

高松 
ジャンボフェリー㈱ ４/日  

15,603  

(132.2％)  

41,362  

(102.2％)  

102,185  

(151.9％)  

神戸 ～ 宮崎 宮崎カーフェリー㈱ １/日  
31,893  

(126.1％) 

23,949  

(103.0％)  

58,617  

(189.9％)  

六甲 

アイランド 
神戸 ～ 大分 ㈱フェリーさんふらわあ １/日  

11,201  

(133.7％)  

31,827  

(97.9％)  

63,138  

(144.5％)  

 （注１）（ ）内は対前年度比率。 

（注２）いずれも神戸発便のみの実績。 

 

(2) 駐車場等事業 

ポートアイランド中埠頭駐車場、青木北駐車場、ポートアイランドシャーシプール、六甲アイ

ランドシャーシプール、摩耶埠頭シャーシプール、ポートアイランド２期シャーシプールの管理運
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営等を行った。 

駐車場については、転居等による解約に伴い、契約台数が減少したものの、シャーシプールにつ

いては、いずれも順調な利用状況である。 

 

（令和５年３月31日現在）    

駐車場名 利用目的 駐車可能台数 契約台数 

ポートアイランド中埠頭駐車場 乗用車 187台 162台 

青木北駐車場 乗用車 136台 135台 

ポートアイランド 

シャーシプール 
シャーシ 

20Ｆ  30台 20Ｆ  30台 

40Ｆ  190台 40Ｆ 190台 

40Ｆ  283台 40Ｆ 283台 

六甲アイランド 

シャーシプール 
シャーシ 

20Ｆ   95台 20Ｆ  95台 

40Ｆ  185台 40Ｆ  185台 

40Ｆ  255台 40Ｆ  255台 

摩耶埠頭シャーシプール シャーシ 40Ｆ   90台 40Ｆ  90台 

ポートアイランド２期シャーシプール シャーシ 40Ｆ  273台 40Ｆ  273台 

 

(3) 指定管理者事業 

神戸三宮フェリーターミナル、ポートターミナルの管理業務を受託し、いずれも順調に業務を遂

行した。また、新型コロナウイルス感染症対策を引き続き実施した。 

  ① 神戸三宮フェリーターミナル管理運営業務 

  ② ポートターミナル管理運営業務 
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Ⅵ 令和５年度事業計画 

 

 

１ 事業計画の概要 

 

(1) フェリー事業 

令和５年度は、前年度の小豆島・高松航路及び宮崎航路における新船就航の効果や、新型コロナ

ウイルス感染症の影響が落ち着き、社会経済活動の正常化が進むことにより、前年度以上に旅客や

車両、貨物が増加することが見込まれるため、引き続き各船社と協力し、安全かつ効率的な運営を

行っていく。 

 

発着地 航路 船社 便数 船隻数 就航年月 

神戸三宮 

神戸 ～ 
小豆島  

高松 
ジャンボフェリー㈱ ４/日 ２ Ｓ44.11 

神戸 ～ 宮崎 宮崎カーフェリー㈱ １/日 ２ Ｈ26.10 

六甲 

アイランド 
神戸 ～ 大分 ㈱フェリーさんふらわあ １/日 ２ Ｓ45.２ 

 

 (2) 駐車場等事業 

駐車場利用者の確保に努めるとともに、シャーシプールにおいては、契約台数の維持を図る。 

 

駐車場名 利用目的 駐車可能台数 

ポートアイランド中埠頭駐車場 乗用車 187台 

青木北駐車場 乗用車 136台 

ポートアイランド 

シャーシプール 
シャーシ 

20Ｆ  30台 

40Ｆ  190台 

40Ｆ  283台 

六甲アイランド 

シャーシプール 
シャーシ 

20Ｆ   95台 

40Ｆ  185台 

40Ｆ  255台 

摩耶埠頭シャーシプール シャーシ 40Ｆ   90台 

ポートアイランド２期シャーシプール シャーシ  40Ｆ   273台 
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(3) 指定管理者事業 

施設の管理業務に係る様々な経費の節減を図りながら、効率的な管理運営を行う。 

  ① 神戸三宮フェリーターミナル管理業務 

  ② ポートターミナル管理業務 

 

２ 経営改善の取組状況 

 

(1) これまでの取組状況 

・ 昭和63年の瀬戸大橋開通や平成７年の阪神・淡路大震災により経営状況が悪化。さらに平成10

年４月の明石海峡大橋開通に伴い、青木埠頭では高松航路の１航路のみを残して船社がほぼ全

面撤退することとなった。その抜本的再建対策として、一旦全社員を解雇し、残存航路に見合っ

た適正人員を再雇用して再出発することにした。 

その結果、81名のうち17名を再雇用し、フェリー事業縮小に伴う受け皿として関連会社である

ポート産業㈱へ34名を移籍させ、残り30名は県・市関係への就職斡旋、自主就職等により会社

組織の再編成を行った。 

・ 平成11年３月、本社を青木埠頭から現在の新港フェリーターミナルに移転した。 

・ 平成14年度末には付帯事業としての旅行事業を廃止し、社員の再配置をすることにより、フェ

リー事業部門の強化を図った。 

・ 平成17年度以降、指定管理者制度導入への対応、定年退職者の再雇用制度の整備等、時代の変

化に対応した取組を進めるとともに、平成26年度には宮崎航路の新規就航によりフェリー事業

の拡大を推進した。 

・ 令和２年度には、業務全体の適正化・効率化を推進し、出先事務所の閉鎖（本社一元化）に伴

う物件費の削減や退職者不補充等による人件費の削減に取り組んだほか、新型コロナウイルス

感染症拡大による厳しい業績を踏まえ、冬季賞与の削減を行った。 

・ 令和３年度には、本社管理部門を２部制から１部制に改組し、業務体制の適正化・効率化を推

進したほか、役員報酬、管理職手当の見直しを行った。また、新型コロナウイルス感染症拡大

による厳しい業績を踏まえ、賞与（夏季・冬季）の削減を実施した。さらに、青木北駐車場に

おいて駐車区画を増設し、増収を図ったほか、神戸港の物流の円滑化、競争力強化に資するた

め、ポートアイランド２期において、シャーシプールの開設・運営を行った。 

 

(2) 令和４年度の取組 

・ 令和３年度に引き続き、役員報酬、管理職手当の見直しを行った。同様に、新型コロナウイル

ス感染症拡大による厳しい業績を踏まえ、賞与（夏季・冬季）の削減も実施した。 

・ 早期に経営改善を進め、安定的な経営基盤を構築するため、令和４年７月に「経営改善計画」

を策定し、本計画に基づき、主にフェリー事業の収支改善に取り組んだ。その結果、債務超過

額は概ね計画どおりに縮小した。 

 

(3) 令和５年度の取組 

  経営改善計画に基づき、主にフェリー事業の収支改善に引き続き取り組み、当年度での債務超過

の解消を図る。 
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＜経営改善計画の内容＞ 

  ① 収支改善に向けた主な取組 

   ・ 総人件費の抑制の観点から、役員報酬、管理職手当等の削減を継続するともに、パート・

アルバイトの有効活用等、人員配置の弾力的な運用を図る。 

   ・ 担当船社間の相互支援体制を整備することにより、人員配置の見直しを図る。 

   ・ 生産性の向上に向け、業務内容の精査・見直しを行う。 

     ・ 効率的な人員配置に努めた上で、必要な受託料を確保する。 

   ・ フェリー貨物の需要創出に向け、業界や関係団体との連携を図る。 

 

  ② 収支計画 

              （単位 百万円、税込） 

 令和３年度 

（決算） 

令和４年度 令和５年度 

（計画２年目） （計画１年目） （決算） 

営 業 収 益 741 778 784 827 

営 業 費 用 729 739 742 764 

 人件費 322 322 329 334 

 物件費 407 417 414 429 

営 業 損 益 12 39 42 64 

法 人 税 等 0 １ 5 22 

当期純利益 12 38 37 42 

純資産合計 ▲78 ▲40 ▲41 0 

  （注）令和５年度（計画２年目）の各項目の計画値は、令和４年度決算を踏まえて 

修正したもの。 












